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二
〇
二
三
年
（
令
和
五
年
）
四
月
二
十
三
日 

 
福
岡
女
子
大
学 

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
式
典 

式
辞 

 

本
日
、
こ
こ
に
、
福
岡
県
の
大
曲
副
知
事
、
福
岡
県
議
会
井
上
副
議
長

を
は
じ
め
県
議
会
議
員
の
皆
さ
ま
、
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
古
田
大
学

教
育
・
入
試
課
長
、
公
立
大
学
協
会
の
松
尾
会
長
、
近
隣
大
学
の
理
事

長
・
学
長
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
今
回
の
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
に
あ
た
り

ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
県
内
外
の
企
業
の
皆
さ
ま
、

連
携
協
定
を
結
ぶ
自
治
体
や
企
業
の
代
表
の
皆
さ
ま
等
、
多
数
の
ご
来
賓

の
方
々
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。
卒
業
生
の
筑
紫
海
会
の
皆
さ
ま
、
名

誉
教
授
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
福
岡
女
子
大
学
創
立
一
〇
〇
周
年
の
記
念

式
典
を
開
催
で
き
ま
す
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
も
と
に
、
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
こ
と
に
対
し
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
学
の
始
ま
り
は
女
性
市
民
の
声
で
し
た
。
一
九
二
三
年
（
大
正
十
二

年
）
の
こ
と
で
す
。
高
等
教
育
の
機
会
を
求
め
る
女
性
た
ち
の
声
が
一
つ

に
な
っ
て
、
福
岡
県
の
教
育
行
政
を
動
か
し
、
経
済
界
の
支
援
を
得
て
、

全
国
初
の
公
立
女
子
専
門
学
校
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
福
女
大
の
学
祖

は
、
女
性
市
民
で
あ
り
ま
す
。
現
在
の
県
立
美
術
館
が
あ
る
須
崎
公
園
に
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設
置
さ
れ
た
学
舎
で
、
初
代
の
小
林
学
校
長
は
、「
リ
フ
ァ
イ
ン
さ
れ
た

女
性
た
れ
！
」
と
訓
示
し
て
、
開
学
を
宣
言
し
ま
し
た
。
学
校
の
教
育
目

標
に
は
、「
温
良
貞
淑
ナ
ル
婦
人
ヲ
養
成
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
が
明

記
さ
れ
、
洗
練
さ
れ
た
女
性
に
相
応
し
い
教
養
と
高
度
な
知
識
、
そ
し
て

振
る
舞
い
の
修
得
を
目
指
し
ま
し
た
。
修
身
や
心
理
学
・
論
理
学
、
家

事
・
裁
縫
、
音
楽
、
体
操
等
が
あ
り
、
外
国
語
に
は
英
語
が
講
じ
ら
れ
、

「
国
語
」
の
授
業
に
お
い
て
は
、
習
字
や
話
し
方
と
と
も
に
有
職
故
実
が

扱
わ
れ
、
淑
女
に
必
要
な
社
交
の
知
識
と
礼
儀
作
法
の
修
得
が
課
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
文
科
と
家
政
科
に
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
専
門
科
目
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

３
年
制
の
２
つ
の
科
と
１
年
制
の
研
究
科
を
持
つ
学
校
は
、
一
九
五
〇

年
に
は
４
年
制
の
大
学
に
昇
格
、
さ
ら
に
大
学
院
を
併
設
し
た
後
、
二
〇

一
一
年
に
は
、
学
部
・
学
科
の
再
編
に
よ
り
、
初
年
次
全
寮
制
、
そ
し
て

国
際
化
と
文
理
統
合
教
育
を
重
視
す
る
大
学
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

文
と
理
の
統
合
、
或
い
は
総
合
知
な
る
考
え
方
が
叫
ば
れ
る
昨
今
で
す

が
、
改
革
時
に
、
既
に
こ
の
事
態
を
先
取
り
す
る
仕
組
み
が
整
え
ら
れ
た

こ
と
に
対
し
、
構
想
を
立
て
推
進
さ
れ
た
方
々
の
先
見
の
明
に
敬
服
い
た

し
ま
す
。 

 

一
〇
〇
年
の
歴
史
に
立
つ
今
、
大
き
な
教
育
目
標
は
、
地
域
社
会
や
世
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界
で
活
躍
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
様
ざ
ま
な
仕
掛
け
と
舞
台
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
際
文
理

学
部
の
誕
生
か
ら
十
二
年
、
福
女
大
の
評
価
は
跳
躍
し
、「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
日
本

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
３
」
で
は
、
日
本
の
大
学
の
中
で
総
合
４５

位
、
７４

校
あ
る
女
子
大
学
に
あ
っ
て
は
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
に
次
ぐ

第
２
位
を
占
め
る
ほ
ど
に
、
高
い
評
価
を
受
け
る
に
至
り
ま
し
た
。
学

生
、
教
職
員
、
卒
業
生
の
誇
り
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
誇
り
に

も
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
小
規
模
な
が
ら
、
ま
さ
に
一
流
と

言
え
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ギ
ル
ド
の
職
能
集
団
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
し
、
２
つ
の
教
育
・
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
い
た

し
ま
し
た
。
１
つ
は
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
で
す
。
民
主
主

義
の
萌
芽
を
見
た
大
正
時
代
、<

（
当
時
）
な
い
も
の
、
存
在
し
な
か
っ

た
も
の
を
創
り
だ
し
た>

女
性
の
な
か
に
、
福
女
大
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
見

い
だ
し
、
以
来
、
基
本
理
念
を
「
次
代
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
」
と
定

め
、
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
予
測
の
つ
か
な
い
社
会
に
あ
っ

て
、<

な
い
も
の
を
描
き
、
創
り
だ
す>

女
性
た
ち
、
と
い
う
変
革
を
導
く

人
材
像
を
掲
げ
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
は
、
学
生
教
育
に
と
ど
ま
ら
ず
、
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
の
一
環
と
し
て
、
指
導
層
を
目
指
す
企
業
人
、
社
会
人
を

招
き
入
れ
、
と
も
に
協
働
し
、
相
互
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
時
代
を
切
り

ひ
ら
く
人
材
を
育
成
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
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目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

い
ま
１
つ
は
、
国
際
フ
ー
ド
ス
タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
す
。
伝
統
あ
る

食
・
栄
養
の
研
究
蓄
積
を
も
と
に
、
社
会
に
潜
在
す
る
諸
課
題
を
、
地
域

の
方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
解
決
を
目
指
す
、
実
践
型
の
研
究
セ
ン
タ
ー
で

す
。
食
と
健
康
の
関
係
性
は
、
世
界
に
普
遍
の
問
題
で
す
。
そ
の
成
果

を
、
地
域
社
会
そ
し
て
世
界
に
発
信
す
る
と
い
う
志
を
も
掲
げ
て
い
ま

す
。
２
つ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
大
学
と
社
会
と
を
つ
な
ぐ
窓
口
と
し
て
、
既

に
活
動
の
歩
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
一
層
の
ご
協
力
と
ご
参
画
を
お
願
い

す
る
次
第
で
す
。 

 

今
、
社
会
に
、
そ
し
て
大
学
教
育
に
、
第
２
の
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
革
命

と
言
わ
れ
る
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
到
来
で
す
。

例
え
ば
、「
一
〇
〇
周
年
の
式
辞
、
二
五
〇
〇
文
字
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
端
末
に
与
え
れ
ば
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
は
、

個
性
を
欠
く
も
の
の
、
論
理
的
な
構
成
で
、
無
難
な
式
辞
を
書
い
て
く
れ

ま
す
。
ま
た
、
翻
訳
の
ア
プ
リ
は
、
い
と
も
簡
単
に
日
本
語
を
外
国
語
に

移
し
替
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、「
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
（
技

術
的
特
異
点
）」
と
い
う
新
し
い
言
葉
と
概
念
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ

が
私
た
ち
人
類
の
知
能
を
超
え
、
人
間
の
生
活
に
大
き
な
変
化
が
起
こ

る
、
と
い
う
の
で
す
。 
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備
え
と
し
て
、
よ
り
高
度
な
Ｉ
Ｔ
の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と

は
必
須
で
す
。
新
し
い
時
代
を
迎
え
撃
つ
た
め
に
、
大
学
は
そ
の
覚
悟
を

も
っ
て
授
業
の
拡
充
を
図
り
、
加
え
て
学
科
・
コ
ー
ス
の
再
編
成
の
検
討

も
始
め
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
機
械
的
処
理
は
ロ
ゴ
ス
（
論
理
）
の
操

作
が
得
意
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
に
パ
ト
ス
（
感
情
・
感
性
）
を
付

与
で
き
る
の
は
、
私
た
ち
人
間
で
す
。
先
の
例
で
い
え
ば
、
Ａ
Ｉ
は
エ
ッ

セ
イ
を
書
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
れ
を
鍛
え
直
し
、
洗
練
さ
せ
、
そ
し

て
人
間
味
の
あ
る
私
だ
け
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
、
個
性
あ
る
文
章
に
彫

琢
で
き
る
の
は
、
人
間
で
す
。
か
つ
て
一
九
世
紀
初
頭
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
、
理
性
偏
重
や
合
理
主
義
な
ど
の
時
代
思
潮
に
対
し
、
感
受
性
や
主
観

に
重
き
を
お
く
ロ
マ
ン
主
義
が
台
頭
し
た
歴
史
を
思
い
起
こ
さ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
本
学
は
、
パ
ト
ス
の
復
権
を
唱
え
て
き
ま
し
た
。
感
情
・
感
性

の
世
界
を
深
め
、
豊
か
に
す
る
こ
と
の
大
事
さ
を
教
育
活
動
に
反
映
さ
せ

て
き
ま
し
た
。
感
情
や
感
性
の
教
育
は
、
言
葉
で
は
伝
達
で
き
ま
せ
ん
。

学
生
た
ち
に
は
、
自
ら
感
じ
取
る
、
或
い
は
学
び
と
る
環
境
と
機
会
を
提

供
し
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
豊
か
で
多
様
な
体
験
の
機
会
を
提
供
す
る
つ
も

り
で
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
一
〇
〇
周
年
に
当
た
り
多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
皆
さ
ま
に
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
趣
意
書
に
述
べ
ま
し
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た
と
お
り
、
２
つ
の
セ
ン
タ
ー
設
立
と
運
営
、
本
学
の
柱
で
あ
る
国
際
交

流
活
動
の
更
な
る
充
実
と
学
生
全
員
の
留
学
支
援
、
そ
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス

に
音
楽
が
鳴
り
響
く
福
女
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
活
動

促
進
を
中
心
に
、
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
本
日
ご
臨
席
賜
り

ま
し
た
皆
さ
ま
の
、
永
年
に
わ
た
る
本
学
へ
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
し
ま

す
と
と
も
に
、
女
子
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
福
岡
女
子
大
学
の
歩
み
に
対

し
て
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
し

て
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
        

令
和
五
年
四
月
二
十
三
日 

 

 

公
立
大
学
法
人
福
岡
女
子
大
学 

理
事
長
・
学
長 

向
井 

剛 


